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【研究主題】遷延性意識障害のある生徒の意思の表出に向けた教育実践 

 

【副題】高等部3年訪問学級における取り組み 

                                 【学校名】沖縄県立島尻特別支援学校 

                                 【役職名・氏名】教諭・國吉優紀 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

 沖縄県立島尻特別支援学校（以下本校とする）は、知

的障害と肢体不自由の併設校で、幼稚部から高等部の

幼児児童生徒 269 名が在籍している。肢体不自由を有

する幼児児童生徒数は、今年度全体の約 25％を占めて

いる。 

 本研究の対象となる生徒Ａ（以下Ａとする）は本校高

等部３年に在籍している。Ａは小学校１年生の頃の疾

病により、遷延性意識障害と診断され、医療的ケアの必

要な状態となった。遷延性意識障害とは、「疾病・外傷

により種々の治療にもかかわらず，３か月以上にわた

る，①自力移動不能，②自力摂食不能，③糞便失禁状態，

④意味のある発語不能，⑤簡単な従命以上の意思疎通

不能，⑥追視あるいは認識不能の６項目を満たす状態

にあるものをいう。」（＊参考①）とされている。Ａは本

校に小学部２年生より転学し、訪問学級に在籍してい

る。 

 Ａは遷延性意識障害に加え、いくつかの障害を併せ

有している。視覚にも障害があり、聴覚や嗅覚、触覚で

環境を把握している様子が見られた。身体の動きとし

ては、指や腕、肩を動かす、首をかしげるように動かす

等上半身の一部が動かすことができる。小学部から高

等部２年生までの引き継ぎでは、いつも関わる人が分

かる、快・不快で手や指が動くとあった。保護者からも、

徐々に、身体反応が出てくるようになったという話が

あった。令和４年４月当初より、保護者がＡの側で、好

きだったものや得意だったことを話すと、動かせる部

位を動かし、反応することがあった。そのような様子か

ら、中途障害であるＡはこれまでの体験の積み重ねか

ら、話している内容を理解できていて、身体反応で自分

の意思を表出しているのではないかと考えた。高等部

３年であるＡは、卒業後、生活介護や在宅での看護など

多くの支援者と関わることになる。身体反応の様子や

どのような場面で意志の表出が増えるのかを明確にし、

その情報を支援者する関係者で共有すれば、Ａの QOL

（生活の質）も豊かなものになると考え、本研究主題を

設定した。 

 

Ⅱ 研究の仮説 

保有する感覚を活用できる環境の設定や、学習の内 

容、言葉かけなどの適切な支援を行うことで、Ａの意思

表出の動きが大きくなったり、頻度が増加するのでは

ないか。 

 

Ⅲ 研究の内容 

Ａの授業は、週に４回 90 分間、自宅で行っている。 

授業実践とＡの様子は以下の通りである。 

⑴ あいさつ 

授業スタート時に、言葉をかけて手に触れてあい

さつを行った。担任の存在にまだ慣れていない頃は、

驚いたように両肩を１回だけ引くようにあげること

が多かったが、２カ月で声と手で担任があいさつし

ていることを理解し、何度も両肩を上下させてあい

さつするような動作を行うようになった。 

⑵日付の確認と天気の確認 

日付は日めくりを手添えでめくり、月カレンダー  

 にシールを貼った。天気カード（晴れ＝フェルトの  

 太陽、曇り＝綿の雲、雨＝菓子袋を利用した傘とア 

 イロンビーズの雨）は、触れて違いが分かるように 

 工夫した。（写真①）カードの提示の際に、今日の天 

 気を伝えて触らせた。毎回２つのカードを提示し、

「今日の天気の時に反応してね」と伝えた。初めにそ

の日の天気カードに触らせていると、２週間程度で

教師の言動を推測し、「触るよ」の言葉かけだけで、

肩を上下させるようになった。そのため、正解のカー

ドを出す順番をランダムに変え、触らせるようにし

た。最初に触らせるカードへの反応が多く見られた

が、毎日繰り返すことで正解が２番目でも両肩を上

下させるような 

 反応をすること 

が多くなった。           

 

  

        写真①「天気カード」 
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⑶マッサージ 

授業後半は、横浜市立中村特別支援学校編著の「わ

たしたちのうんどう」（＊参考②）を参考に、身体へ

のアプローチや担任とのコミュニケーションを目的

にマッサージを行った。４月は手のマッサージを行

う時に、「マッサージするよ」と言葉をかけて手に触

れても、驚いたように手を引っ込めるような反応が

見られた。しかし、徐々にリラックスして、マッサー

ジを受けることができるようになってきた。６月か

らは、担任がマッサージする方向から言葉かけをす

ると、顔を向けることが増えてきた。「マッサージし

よう」の言葉かけに、返事をするように両手をあげる

こともあった。反応が見られなかった足のマッサー

ジも、６月からは反応が見られるようになった。ふく

らはぎを揉んだり、足首を回すなどした時に、ゆっく

りと両手があがるなどの様子が見られるようになっ

た。足のマッサージは特に好きなようで、「マッサー

ジ、手からする？足からする？」と質問すると、「足

からにする？」の時に人差し指をぴくりとさせるこ

とがあった。また、唾液を 

ゴロゴロさせる様子が見ら 

れるようになったので、５ 

月からは口周りや頬のマッ 

サージも行うようにした。 

マッサージ後は、唾液が多 

くなったり、顔の血色が良 

くなった。（写真②） 

写真②「口腔マッサージ」 

⑷聴きたい音楽の選択 

マッサージの間はＡの好きな音楽を流した。初め

は保護者から聞いたＡが好きだったものに関する音

楽（好きだったアニメの主題歌等）を流していたが、

本人が意思の表出をする練習にしようと考え、聴き

たい曲を尋ねるようにした。Ａと手をつなぎ、アニメ

のタイトルや歌手名などを言葉かけすると、指を動

かして選択できるようになった。毎回同じ曲で反応

するわけではないので、Ａ自身がその日の気分で曲

を選択することができたと言える。遷延性意識障害

になる前に聴いていた曲を選ぶことが多かったが、

保護者が年齢に応じて流行の曲も聴かせているため、

流行の曲を選ぶことも時折あった。そのことから、Ａ

が遷延性意識障害になってからも、音楽を楽しんで

いたことが分かる。Ａが聴きたい曲を聴きながらの

マッサージは、Ａにとって楽しい時間になっている

ようで、曲によっては口の中の唾液をゴロゴロさせ

たり、サビの部分で両手をゆっくりあげるなど、その

曲を聴いて反応している様子が見られた。 

⑸色や形などの選択 

様々な場面で、意識的にＡが選択する場面を多く  

 設定し、Ａの意思の表出を促した。⑷に挙げた音楽 

 の選択からスタートし、作品制作の際に色や大きさ、

模様等を選択させた。まず選択肢を伝え、この中から

決めてほしいこと、２個以上決めてほしい場合は「〇

個選んでください」と伝えた。色の名前などをゆっく

り言うと、Ａは指を動かし、選択することができた。

母の日や父の日のプレゼント作成、フェルトのヘア

アクセサリー作成などで色の選択を行ったが、毎回

違う色を選んでいた。（写真③）また、決めてほしい

個数も４までは理解し、反応することができた。色の

選択は意思の表出が出やすかったが、大きさは触っ

て確認する必要もあったため、Ａにとって分かりに

くい部分もあったのか、繰り返し選択肢を声かけす

ることで、決めることができた。模様はさらに抽象的

なためか、選択することができなかった。 

 

写真③「母の日のプレゼント作成」 

⑹漢字の学習 

保護者から「以前は国語辞典や漢字が好きだった」こ

と、「幼稚園生では自分の名前を漢字で書くことができ

た」という話があった。「漢字の成り立ちなどの学習も

好きだと思う」という要望があったため、漢字の学習に

取り組むことにした。しかし、視覚障害も併せ有してい

るため、どのように学習するかが課題となった。漢字に

触れることができれば、理解しやすいかもしれないと

考え、モールを使って立体化した触れる漢字カードを

作成した。（写真④）はじめに取り組んだ漢字はＡの名

前に使われている漢字を選んだ。まず、タブレットを使

っての漢字の音訓や成り立ち、熟語の説明をしたが、反

応が見られなかった。しかし、触れる漢字カードを指1

本でなぞらせると、両腕がふわっと大きく動いた。その   
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後、水筆で学習した漢字を書かそうと、筆を握らせる 

と両手が大きく前後に動いた。（写真⑤）初回から数 

回はＡの名前に使われている漢字を学習した。Ａが 

書くことのできた自分の名前の学習の時は、同じよ 

うに手を大きく動かす反応が見られた。その後は、 

家族の名前に使われている漢 

字や身近な漢字を週に一文字  

ずつ学習した。6月後半には 

 漢字の学習の際に、言葉かけ 

で大きく手が動き、カードに 

触れたり、筆を持たせるのが  

難しいことがあった。「指で  写真④「漢字カード」 

漢字に触るよ」「筆で漢字を 

書くよ」と伝えると動きを 

止めて、教師の手添えで 

漢字カードに触れたり、筆 

で書くことができた。 

              写真⑤「筆で書く」 

 ⑺読み聞かせ 

10 分から 15 分程度の本の読み聞かせも毎週 1 回

行った。４月当初はあまり反応がなく、聞いているの

か分からない様子だったが、５月後半好きだったア

ニメの絵本を読むと途中から知っている話だと判断

したのか、何度も大きく腕を上げ下げした。「知って

いる話だった？」と尋ねると、腕を上げ下げして反応

した。この行動から、読み聞かせを聞いていること、

本の内容をある程度理解していると考えられた。そ

れ以降、読み聞かせの際に、右手を握って反応を感じ

取れるようにすると、Ａは読み聞かせの中で部分的

に身体反応を見せるようになった。例えば、戦争孤児

になった子どもたちがそれまで泣くことを我慢して

いたが、台風接近で戦争を思い出し、父や母を呼んで

泣いたという新聞記事では、握っていた右手の指を

ぴくっと動かした。また、日野原重明氏著「いのちの

おはなし」であいさつの大切さを語っている場面で

は指を頻繁に動かした。また、聴診器で心臓の音を聴

くという場面でも反応があった。そのことを保護者

に伝えると、「自分の聴診器で心臓の音を聞いたり、

年下の従妹たちに聞かせたことがある」と話してい

た。このことから、Ａは経験と話を結び付けることが

できたと捉えることができる。また、どの読み聞かせ

の場面でも、前後は指の動きがなかったことから、Ａ

が心を揺さぶられて出た身体反応ではないかと考え

られる。 

⑻音楽活動 

月に１・２回音楽活動として、季節の曲を聴いた 

り、楽器の演奏を教師と行った。初めは、マラカス 

やツリーチャイムといった、打楽器を中心に手添え 

で演奏を行った。楽器に触れさせた時は、驚いたよ 

うに手がふわっと上がるなどの反応が見られた。６ 

月に入り、ウクレレに触れさせると、楽器に触れて 

いない左手の指が何度も動く様子が見られた。（写真

⑥）保護者がその様子を見て、「入院していたころ院

内学級の先生が毎時間ウクレレを弾いてくれていた

ので好きだと思う」と話していた。これまでで一番反

応が見られたので、「またウクレレしたい？」と尋 

ねると、指が動いていた。 

 

写真⑥「ウクレレを弾く」 

⑼植物の学習 

以前は海や山などで多くの自然体験をしていたと

保護者から聞いて、家庭や学校の植物に触れる学習

を行った。バタフライピーやマツバボタンを使った

色水作りでは、まず花の触察を行い、花のつくりを確

認し、押し花を作った。翌日、色水作りを行ったが、

家のチャイムが鳴ると、両肩を大きく動かしていた

そうで、保護者より「明日、色水作りしようねと言わ

れたから、楽しみだったみたいです」と言われた。色

水作りでは、すり鉢で花をつぶしたり、色を変える実

験でレモンを加えたりした。（写真⑦）レモンの匂い

を嗅がせると驚いたように手が素早く上がった。花

や野菜に触れると、初めは手を引っ込めるような反

応をしたが、すぐに慣れて触り続けることができた。 

野菜の種類が変わると、そ 

の違いに気付き、初めは手 

を引っ込めたが、慣れてく 

ると、触り続けることがで 

きた。しかし、月桃や野菜 

の匂いを嗅がせても、レモ 

ンのような反応は見られな 

かったため、嗅覚での認知     

は限定的であると捉えるこ  写真⑦「色水作り」 
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とができる。              

⑽触れる学習 

触ることで認知を促すために、いろいろな物に触

れる学習を取り入れた。（写真⑧）触ることが怖くな

らないように、初めに何に触るかを伝えたり、触った

感じを言葉にしながら手添えで触らせた。全ての素

材に自発的な動きがあった 

わけではないが、スポンジ 

ボールを両手にのせると、 

指を動かして触っていた。 

また、スーパーボールは指 

と指で挟み、持ち続けるこ 

とができた。       

（写真⑧）「物に触れる」 

 

Ⅳ 研究の成果 

Ａは表出（アウトプット）が困難なだけで、保有する 

感覚（主に聴覚・触覚）を活用し、様々な体験を認識（イ

ンプット）することができている様子が見られた。適切

な環境や支援が整うことで、見通しを持つことができ、

意思表出の動きが大きくなったり、頻度を増加させる

ことができた。 

Ａは触れる物に対して不安がある場合は、驚いたよ

うに手を引っ込めるような様子が見られた。しかし、学

習を繰り返す中で、見通しを持つことができ、触り続け

ることができた。好きなことや楽しみにしていること

は肩を何度も上下させたり、腕を大きく動かすなど、比

較的大きな動きが見られた。Ａが選択する場面では、選

択肢を聞き、選ぶように指を動かすことが多く見られ

た。Ａ自身が学習に対し、興味関心を持っていたり、こ

れまでの様々な体験と学習を結びつけた時などに身体

の反応が増加した。これらは、高木尚による『受け止め

と表出・表現モデル』（＊参考③）の「感覚→イメージ

→評価→意思・意図→運動」のルートと言える。身体反

応が出なかった場面に関しては、レモン以外の植物の

匂いのように感覚として捉えにくかったり、模様のよ

うにイメージがしにくいと、それを評価し、意思として

運動に結びつかなかったと考える。 

また、身体反応を教師が受け止め、Ａに身体反応を意

思表示として捉えていることを言葉にして伝えること

を意識した。保護者とも身体反応の様子や場面の共有

を、その都度行った。こういった取り組みも、Ａに安心

感を与え、意思表示の増加つながったと考える。 

 

Ⅴ 今後の課題 

⑴家庭での授業の中では、ある程度の意思の表出 

が可能になった。保護者ともその情報を共有できて

いるが、家庭以外の場面で意思の表出ができるかを

確認できなかった。訪問学級の生徒はスクーリング

を行い、友達や先生方との交流を図ることができる

が、コロナ禍でスクーリングは行えなかった。２学

期以降、状況を見ながらスクーリングを行っていく

予定である。その際、どのような身体反応を見せる

のかを把握していきたい。また、Ａにコミュニケー

ションの大切さを伝え、自分なりの方法で他者とつ

ながることができるように支援していきたい。 

⑵高等部卒業後の進路決定に向けての就業体験学 

習が、今後計画されている。就業体験学習では、初め

ての場所や初めての人たちの中で過ごす時間が増え

ていく。関係する機関の方々との情報共有を行い、Ａ

の意思表出方法や支援方法を伝えていく必要がある。

また、保護者が関係する機関の方々にＡのことを伝

えられるようなツールを、保護者と相談しながら作

成していきたい。 

⑶Ａは言葉かけなどに応じ、身体反応で意思の表 

出をしてくれるようになってきたが、あくまでもＡ

の側で観察していないと気付けない反応である。Ａ

が自分のタイミングで他者を呼ぶことができるよう

になれば、よりＡらしい生活を送ることが可能にな

ると考える。Ａが気持ちを発信したいときに、人を

呼ぶことができることを、保護者も以前から望んで

いる。今後は自発的な発信を目的に、タブレット等

のコミュニケーションアプリやスイッチ教材の活用

を予定している。スイッチ教材と言っても種類も多

様なので、本人が使いやすいものを探すこと、そし

て使うために繰り返しの練習を授業でも取り組んで

いきたい。 

 

Ⅵ 参考資料・文献 

＊参考① 日本救急医学会ホームページ 

＊参考② 横浜市立中村特別支援学校編著「わたした

ちのうんどう」ジアース教育新社（2013） 

＊参考③全国訪問教育研究会「訪問教育入門 せんせ

いが届ける学校」クリエイツかもがわ（2007） 


